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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第34期
第３四半期
累計期間

第35期
第３四半期
累計期間

第34期
第３四半期
会計期間

第35期
第３四半期
会計期間

第34期

会計期間

自　平成21年
　　４月１日
至　平成21年
　　12月31日

自　平成22年
　　４月１日
至　平成22年
　　12月31日

自　平成21年
　　10月１日
至　平成21年
　　12月31日

自　平成22年
　　10月１日
至　平成22年
　　12月31日

自　平成21年
　  ４月１日
至　平成22年
　　３月31日

売上高 (百万円) 2,433 2,445 814 846 3,245

経常利益 (百万円) 185 204 69 108 247

四半期(当期)純利益 (百万円) 182 191 67 134 264

持分法を適用した場合
の投資利益

(百万円) ─ ─ ─ ─ ―

資本金 (百万円) ─ ─ 500 500 500

発行済株式総数 (千株) ─ ─ 11,368 11,368 11,368

純資産額 (百万円) ─ ─ 1,918 2,152 2,001

総資産額 (百万円) ─ ─ 3,358 3,400 3,359

１株当たり純資産額 (円) ─ ─ 175.35 196.76 182.93

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 16.67 17.46 6.14 12.26 24.21

潜在株式調整後１株当
たり四半期(当期)純利
益金額

(円) ─ ─ ─ ─ ―

１株当たり配当額 (円) ― ― ― ― 2.00

自己資本比率 (％) ― ― 57.1 63.3 59.6

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 373 292 ― ― 489

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △67 △42 ― ― △167

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △259 △110 ― ― △296

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ― ― 511 630 489

従業員数 (名) ― ― 62 66 61

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

３　当社は関連会社が存在しないため、持分法を適用した場合の投資利益について該当がありません。
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２ 【事業の内容】

　

当第３四半期会計期間において、当社の事業内容に重要な変更はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

　

該当事項はありません。

　

４ 【従業員の状況】

提出会社の状況

平成22年12月31日現在

従業員数(名) 　66(429)

(注) 　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は当第３四半期の平均人員を（　）外数で記載しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【仕入、受注及び販売の状況】

(1) 仕入実績

当第３四半期会計期間における仕入実績をセグメント別に示すと、次のとおりであります。

　

セグメントの名称 仕入高(千円) 前年同期間比(％)

ハードオフ事業 75,239 98.0

オフハウス事業 89,669 77.9

ブックオフ事業 82,205 95.9

合計 247,113 89.0

(注) １  金額は、仕入価格によっております。

２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注実績

当社は該当事項ありません。

　

(3) 販売実績

当第３四半期会計期間における販売実績をセグメント別に示すと、次のとおりであります。
　

セグメントの名称 販売高(千円) 前年同期間比（％）

ハードオフ事業 225,654 105.3

オフハウス事業 396,798 98.2

ブックオフ事業 224,294 114.2

合計 846,747 103.9

(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【事業等のリスク】

当第３四半期会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有

価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

　

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

　

（1）経営成績の分析

当第３四半期会計期間におけるわが国経済は、世界的な景気後退局面から経済政策等の実施により

一部に景気回復の兆しが見られるものの、依然金融不安や雇用問題等の影響により所得の減少を受け

て生活防衛意識や節約志向が一段と高まり、デフレの進行から引き続き厳しい状況で推移いたしまし

た。

　このような状況のもと、当社は当事業年度を事業拡大期の第三期と位置付けており、マニュアルの充

実によりマネジメント力の強化を図る所存です。

　営業政策面では、展示アイテム数を増加させることを第一に捉え、積極的な買い取りを継続し、商品化

力を高め、良質在庫の増大に努めてまいりました。また、商品鮮度を常に保つため、在庫の早期売価変更

と売場への継続的な商品供給を行い、売場の活性化からお客様の購買意欲を高め、売上高の増加と売上

総利益額・率の向上に努めてまいりました。

この結果、当第３四半期会計期間の売上高は８億46百万円（前年同期比3.9％増）、売上総利益は５億

75百万円（同8.7％増）、営業利益は１億11百万円（同55.5％増）、経常利益は１億８百万円（同

57.2％増）となりました。

 

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

（ハードオフ事業）

ゲーム機・コンピュータ関連商品の積極的な買取強化により健闘いたしましたが、売上高は２億

25百万円（前年同期間比5.3％増）、売上総利益は１億38百万円（同12.3％増）、営業利益は42百万

円（同60.7％増）となりました。

（オフハウス事業）

家具・メンズ服・ホビーが健闘いたしましたが、売上高は３億96百万円（前年同期間比1.8％

減）、売上総利益は２億97百万円（同4.9％増）、営業利益は89百万円（同15.0％増）となりました。

（ブックオフ事業）

ゲームソフト、書籍（コミック・文庫本）、ＤＶＤが順調に推移し新店の健闘が大きく、売上高は

２億24百万円（前年同期間比14.2％増）、売上総利益は１億39百万円（同13.9％増）、営業利益は37

百万円（同149.5％増）となりました。
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（2）財政状態の分析

　（流動資産）

当第３四半期会計期間末における流動資産の残高は、前年同期間末に比べ67百万円増加の13億13

百万円となりました。

これは、現金及び預金が１億８百万円増加し、たな卸資産が64百万円減少したことなどが主な要因

であります。

　（固定資産）

当第３四半期会計期間末における固定資産の残高は、前年同期間末に比べ25百万円減少の20億86

百万円となりました。

これは、投資有価証券が79百万円増加し、無形固定資産が15百万円増加し、敷金及び保証金が59百

万円減少したことなどが主な要因であります。

この結果、総資産は前年同期間末に比べ42百万円増加の34億円となりました。

　（流動負債）

当第３四半期会計期間末における流動負債の残高は、前年同期間末に比べ１億88百万円減少の３

億93百万円となりました。

これは、１年内返済予定の長期借入金が65百万円減少し、短期借入金が50百万円減少し、未払消費

税が13百万円減少し、未払費用が11百万円増加したことが主な要因であります。

　（固定負債）

当第３四半期会計期間末における固定負債の残高は、前年同期間末に比べ３百万円減少の８億54

百万円となりました。

これは、長期借入金が９百万円減少し、長期預り金が４百万円減少したことが主な要因でありま

す。

この結果、負債合計は前年同期間末に比べ１億91百万円減少の12億48百万円となりました。

　（純資産）

当第３四半期会計期間末における純資産の残高は、前年同期間末に比べ２億34百万円増加の21億

52百万円となりました。

これは、利益剰余金が２億51百万円増加し、株式等再評価差額金が17百万円減少したことが主な要

因であります。

これらの結果、自己資本比率が63.3％（前年同期間末比6.2ポイント増）となりました。

　　　

（3）キャッシュ・フローの分析

当第３四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の残高は６億30百

万円となり第２四半期会計期間末に比べ、１億25百万円増加しました。各キャッシュフローの状況と

それらの要因は次のとおりであります。

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期会計期間の営業活動の結果得られた資金は、前年同期間と比較して14百万円増加の

１億64百万円となりました。これは主に投資有価証券評価損戻入益が27百万円増加したものの、税引

前四半期純利益が66百万円増加したことなどによるものであります。

  （投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期会計期間の投資活動の結果得られた資金は、前年同期間と比較して59百万円増加の

８百万円となりました。これは主に敷金及び保証金の回収による収入が41百万円増加、投資有価証券

の取得による支出が10百万円減少、敷金及び保証金の差入による支出が10百万円減少したことなど

によるものであります。

 

 

  （財務活動によるキャッシュ・フロー）
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当第３四半期会計期間の財務活動の結果使用した資金は、前年同期間と比較して15百万円減少の

47百万円となりました。これは主に長期借入による収入が１億円減少、短期借入金の返済による支出

が50百万円減少したこと、長期借入金の返済による支出が34百万円減少したことなどによるもので

あります。

　

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期会計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新

たに生じた課題はありません。

 

（5）研究開発活動

該当事項はありません。

　

（6）経営成績に重要な影響を与える要因

当社の事業は株式会社ハードオフコーポレーション及びブックオフコーポレーション株式会社を

フランチャイザーとして、リユース事業を運営しております。

今後の出店エリアとして神奈川県東部及び東京都内を視野に入れておりますが、出店に関しては

フランチャイザーの承認が必要であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

　
当第３四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

　

当第３四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 24,000,000

計 24,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年２月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 11,368,54111,368,541
大阪証券取引所
JASDAQ

（スタンダード）

単元株式数は
1,000株で
あります

計 11,368,54111,368,541― ―

（注）大阪証券取引所（JASDAQ市場）は、平成22年10月12日付で同取引所ヘラクレス市場及びNEO市場とともに、新たに

開設された同取引所JASDAQに統合されており、同日以降の上場金融商品取引所は大阪証券取引所JASDAQ（スタン

ダード）であります。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　

　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年10月１日～　　
　　　平成22年12月31日

─ 11,368 ─ 500,000 ─ 240,835
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(6) 【大株主の状況】

　

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。

　

(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成22年９月30日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

平成22年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式 428,000 ― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式
   10,932,000

10,932 ―

単元未満株式(注)
普通株式
           8,541

― ―

発行済株式総数 11,368,541― ―

総株主の議決権 ― 10,932 ―

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には自己株式813株が含まれております。
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② 【自己株式等】

平成22年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社ワットマン

神奈川県横浜市旭区鶴ヶ峰
本町１丁目27番13号

428,000─ 428,000 3.77

計 ― 428,000─ 428,000 3.77

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
　４月

　
　５月

　
　６月

　
　７月

　
　８月

　
　９月 10月

　
　11月

　
　12月

最高(円) 128 128 110 103 102 114 99 94 97

最低(円) 117 105 100 97 90 91 87 85 91

(注)　最高・最低株価は、大阪証券取引所 (JASDAQ市場）におけるものであります。

なお大阪証券取引所（JASDAQ市場）は、同取引所ヘラクレス市場及びNEO市場とともに、新たに開設された同取引

所JASDAQに統合されており、平成22年10月12日付で大阪証券取引所JASDAQ（スタンダード）に上場となっており

ます。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、本四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び前第３四半期累計期間

(平成21年４月１日から平成21年12月31日まで)は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第３四半期

会計期間(平成22年10月１日から平成22年12月31日まで)及び当第３四半期累計期間(平成22年４月１日か

ら平成22年12月31日まで)は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期会計期間(平成21年10月１日か

ら平成21年12月31日まで)及び前第３四半期累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月31日まで)に係

る四半期財務諸表並びに当第３四半期会計期間(平成22年10月１日から平成22年12月31日まで)及び当第３

四半期累計期間(平成22年４月１日から平成22年12月31日まで)に係る四半期財務諸表について、新日本有

限責任監査法人により四半期レビューを受けております。

　

　

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成22年12月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 630,351 499,969

売掛金 22,676 18,717

商品 486,999 547,751

その他 173,530 171,476

流動資産合計 1,313,558 1,237,915

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 394,115 408,412

土地 583,125 583,125

その他 72,030 86,325

有形固定資産合計 ※
 1,049,272

※
 1,077,864

無形固定資産 21,035 5,816

投資その他の資産

敷金及び保証金 703,718 748,447

その他 312,960 289,332

投資その他の資産合計 1,016,678 1,037,779

固定資産合計 2,086,985 2,121,460

資産合計 3,400,544 3,359,375

負債の部

流動負債

買掛金 6,430 6,524

1年内返済予定の長期借入金 198,144 251,456

未払法人税等 8,838 14,220

賞与引当金 6,000 20,000

その他 174,450 172,860

流動負債合計 393,862 465,061

固定負債

社債 200,000 200,000

長期借入金 490,882 525,637

その他 163,284 167,316

固定負債合計 854,166 892,953

負債合計 1,248,029 1,358,014
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（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成22年12月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 500,000 500,000

資本剰余金 1,681,733 1,681,733

利益剰余金 762,667 593,533

自己株式 △57,097 △56,983

株主資本合計 2,887,304 2,718,283

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △53,401 △35,535

土地再評価差額金 △681,387 △681,387

評価・換算差額等合計 △734,789 △716,922

純資産合計 2,152,515 2,001,360

負債純資産合計 3,400,544 3,359,375
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(2)【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

売上高 2,433,552 2,445,704

売上原価 885,229 837,386

売上総利益 1,548,322 1,608,317

販売費及び一般管理費 ※1
 1,356,573

※1
 1,402,377

営業利益 191,749 205,939

営業外収益

受取利息 6,450 5,930

受取配当金 3,728 6,537

雑収入 9,369 5,046

営業外収益合計 19,548 17,514

営業外費用

支払利息 15,925 12,286

社債利息 2,950 3,003

雑損失 6,829 3,407

その他 393 419

営業外費用合計 26,099 19,116

経常利益 185,199 204,338

特別利益

投資有価証券評価損戻入益 － 27,335

特別利益合計 － 27,335

特別損失

固定資産除却損 151 －

投資有価証券評価損 － 27,335

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 7,431

特別損失合計 151 34,766

税引前四半期純利益 185,047 196,907

法人税等 ※２
 5,850

※２
 5,891

法人税等還付税額 △3,143 －

四半期純利益 182,341 191,015
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【第３四半期会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期会計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期会計期間
(自 平成22年10月１日
　至 平成22年12月31日)

売上高 814,719 846,747

売上原価 285,138 270,905

売上総利益 529,581 575,842

販売費及び一般管理費 ※1
 458,086

※1
 464,636

営業利益 71,494 111,205

営業外収益

受取利息 2,052 1,874

受取配当金 240 440

雑収入 2,623 1,207

営業外収益合計 4,916 3,521

営業外費用

支払利息 5,045 3,883

社債利息 997 1,005

雑損失 1,099 1,093

その他 127 60

営業外費用合計 7,269 6,043

経常利益 69,141 108,683

特別利益

投資有価証券評価損戻入益 － 27,335

特別利益合計 － 27,335

税引前四半期純利益 69,141 136,018

法人税等 ※2
 1,950

※2
 1,950

四半期純利益 67,191 134,068
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 185,047 196,907

減価償却費 55,451 57,089

長期前払費用償却額 9,411 6,852

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 7,431

差入保証金償却額 － 1,077

賞与引当金の増減額（△は減少） △3,000 △14,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） △1,601 －

前払年金費用の増減額（△は増加） － △357

受取利息及び受取配当金 △10,178 △12,468

支払利息 18,875 15,290

有形固定資産除却損 151 －

売上債権の増減額（△は増加） △9,130 △3,958

たな卸資産の増減額（△は増加） 73,102 60,752

仕入債務の増減額（△は減少） 5,501 △93

未払費用の増減額（△は減少） 13,998 25,092

未払消費税等の増減額（△は減少） 21,762 △21,460

その他の資産の増減額（△は増加） 39,145 △2,396

その他の負債の増減額（△は減少） △482 △7,086

小計 398,055 308,670

利息及び配当金の受取額 3,891 6,710

利息の支払額 △18,269 △14,721

法人税等の支払額 △13,195 △7,935

法人税等の還付額 3,143 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 373,625 292,725

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 － 10,000

投資有価証券の取得による支出 △44,077 △51,401

有形固定資産の取得による支出 △10,870 △24,680

無形固定資産の取得による支出 △1,162 △17,498

長期預り金の返還による支出 △25,250 △4,000

敷金及び保証金の回収による収入 25,300 41,733

敷金及び保証金の差入による支出 △10,000 △300

その他の支出 △2,000 －

その他 375 3,866

投資活動によるキャッシュ・フロー △67,685 △42,280
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（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △80,000 －

長期借入れによる収入 100,000 150,000

長期借入金の返済による支出 △257,175 △238,067

自己株式の取得による支出 － △113

配当金の支払額 △21,881 △21,881

財務活動によるキャッシュ・フロー △259,056 △110,062

現金及び現金同等物に係る換算差額 0 0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 46,883 140,382

現金及び現金同等物の期首残高 464,962 489,969

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 511,846

※
 630,351

EDINET提出書類

株式会社ワットマン(E03186)

四半期報告書

18/29



【継続企業の前提に関する事項】

【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

　
当第３四半期累計期間

（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）
１　会計処理基準に関する事項の変更 (1)「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

  第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基
準」（企業会計基準第18号　平成20年３月31日）および「資産
除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用
指針第21号　平成20年３月31日）を適用しております。
これにより、当第３四半期累計期間において、営業利益及び経
常利益は、それぞれ1,077千円減少し、税引前四半期純利益が
8,508千円減少しております。

　

【簡便な会計処理】

　

当第３四半期累計期間 
(自　平成22年４月１日 
　至　平成22年12月31日)

１　棚卸資産の評価方法

当第３四半期会計期間末のたな卸高の算出に関して
は、実地棚卸を省略し、前四半期末の実地棚卸高を基礎
として合理的な方法により算定する方法によっており
ます。

２　固定資産の減価償却費の算定方法

四半期ごとの資産増減実績を加味した年間償却予定
額の月割累計相当額から、以前の四半期決算に計上し
た償却累計額を控除した額を、当該四半期決算の償却
額とする方法によっております。

　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

当第３四半期累計期間
(自　平成22年４月１日 
  至　平成22年12月31日)

１　税金費用の計算

法人税等の計上基準は、年間業績予測に基づく簡便
法により計算しております。 
　なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示してお
ります。
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

　
当第３四半期会計期間末
(平成22年12月31日)

前事業年度末
(平成22年３月31日)

※　有形固定資産の減価償却累計額　　844,538千円

 

※　有形固定資産の減価償却累計額　　789,728千円

 

　

(四半期損益計算書関係)

第３四半期累計期間

　

前第３四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

　　　広告宣伝費　　 　　　　　　　 44,779千円

　　　給料手当　　　　　　　　　 　588,293千円

　　　賞与引当金繰入額　　　 　　　 21,220千円

　　　販売手数料       　　  　　　 74,411千円

　　　水道光熱費　　　　　　　　　　57,154千円

　　　減価償却額　　　　　　　　　　55,451千円

　　　賃借料　　　　　　　　　　　 273,430千円

※２　当四半期累計期間における税金費用については、四

半期財務諸表の作成に特有の会計処理により計算し

ているため、法人税等調整額は、「法人税等」に含め

て表示しております。

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

　　　広告宣伝費　　 　　　　　　　 32,221千円

　　　給料手当　　　　　　　　　　 634,660千円

　　　賞与引当金繰入額　　　 　　 　16,873千円

　　　販売手数料       　　  　　　 75,789千円

　　　水道光熱費　　　　　　　　　　60,663千円

　　　減価償却額　　　　　　　　　　57,089千円

　　　賃借料　　　　　　　　　　　 263,436千円

※２　当四半期累計期間における税金費用については、四

半期財務諸表の作成に特有の会計処理により計算し

ているため、法人税等調整額は、「法人税等」に含め

て表示しております。

　

第３四半期会計期間

　

前第３四半期会計期間
(自 平成21年10月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期会計期間
(自 平成22年10月１日
至 平成22年12月31日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

　　　広告宣伝費　　 　　　　　　 　15,975千円

　　　給料手当　　　　　　　　　　 194,247千円

　　　賞与引当金繰入額　　　 　　　　4,220千円

　　　販売手数料       　　  　　　 24,995千円

　　　水道光熱費　　　　　　　　　　17,364千円

　　　減価償却額　　　　　　　　　　19,250千円

　　　賃借料　　　　　　　　　　　　91,181千円

※２　当四半期会計期間における税金費用については、四

半期財務諸表の作成に特有の会計処理により計算し

ているため、法人税等調整額は、「法人税等」に含め

て表示しております。

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

　　　広告宣伝費　　 　　　　　　　  7,310千円

　　　給料手当　　　　　　　　　　 211,552千円

　　　賞与引当金繰入額　　　 　　　　6,000千円

　　　販売手数料       　　  　　　 26,225千円

　　　水道光熱費　　　　　　　　　　19,511千円

　　　減価償却額　　　　　　　　　　19,804千円

　　　賃借料　　　　　　　　　　　　86,850千円

※２　当四半期会計期間における税金費用については、四

半期財務諸表の作成に特有の会計処理により計算し

ているため、法人税等調整額は、「法人税等」に含め

て表示しております。

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第３四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

当第２四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 521,846千円

預入期間が３か月超の定期預金 △10,000千円

現金及び現金同等物 511,846千円

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 630,351千円

預入期間が３か月超の定期預金 -千円

現金及び現金同等物 630,351千円
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(株主資本等関係)

当第３四半期会計期間末（平成22年12月31日）及び当第３四半期累計期間(自　平成22年４月１日　至　平成

22年12月31日)

　

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当第３四半期会計期間末

普通株式(株) 11,368,541

　
　
２　自己株式に関する事項

株式の種類 当第３四半期会計期間末

普通株式(株) 428,813

　
　
３　新株予約権等に関する事項

　
　　　　該当事項はありません。

　
４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり　　
　　 配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月25日
　　　　定時株主総会

普通株式 21,881 2 平成22年３月31日 平成22年６月28日 利益剰余金

　
　(2) 基準日が当事業年度の開始の日から当四半期会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日

が当四半期会計期間の末日後となるもの

　　　

　　　　該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

　
　　　　該当事項はありません。
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(金融商品関係)

金融商品の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動があ

りません。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動があ

りません。

　

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の四半期会計期間末の契約額等は、前事業年度の末日と比較して著しい変動があ

りません。

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　

(資産除去債務関係)

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社ワットマン(E03186)

四半期報告書

22/29



　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

(追加情報)

第１四半期会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  平成21年

３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20号  平

成20年３月21日)を適用しております。

　

１  報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営

資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　当社は事業別セグメントから構成されており、「ハードオフ事業」及び「オフハウス事業」、「ブックオ

フ事業」の３つを報告セグメントとしております。

[各区分の主な商品]　　

〔1〕ハードオフ事業・・・オーディオ・ビジュアル・ＰＣ・ゲーム機・楽器・ＣＤ・ＤＶＤ 

　　　　　　　　　　　　　・カメラなどのリユース品

〔2〕オフハウス事業・・・バッグ・貴金属・時計・家具・インテリア・ギフト・生活雑貨 

　　　　　　　　　　　　　・婦人服・メンズ服・ベビー＆子供服・スポーツ用品・白物家電 

　　　　　　　　　　　　　・アウトドア用品・ホビー等のリユース品

〔3〕ブックオフ事業・・・書籍・ＣＤ・ＤＶＤ・ビデオ・ゲームソフト等のリユース品

　

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第３四半期累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

　 　 　 　 　 (単位：千円）

　 報告セグメント

その他 合計

　
ハードオフ
事業

オフハウス
事業

ブックオフ
事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　

    外部顧客への売上高 632,8701,134,331678,5022,445,704 - 2,445,704

    セグメント間の内部売上高
　　又は振替高 - - - - - -

計 632,8701,134,331678,5022,445,704 - 2,445,704

セグメント利益 92,345194,056104,873391,275 - 391,275

　

当第３四半期会計期間（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）

　 　 　 　 　 (単位：千円）

　 報告セグメント

その他 合計

　
ハードオフ
事業

オフハウス
事業

ブックオフ
事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　

    外部顧客への売上高 225,654396,798224,294846,747 - 846,747

    セグメント間の内部売上高
　　又は振替高 - - - - - -

計 225,654396,798224,294846,747 - 846,747

セグメント利益 42,88589,18037,962170,028 - 170,028
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３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容(差異調整に関する事項)

当第３四半期累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 391,275

「その他」の区分の利益 -

セグメント間取引消去 -

のれんの償却額 -

全社費用(注) △185,335

棚卸資産の調整額 -

四半期損益計算書の営業利益 205,939

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

当第３四半期会計期間(自 平成22年10月１日 至 平成22年12月31日）

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 170,028

「その他」の区分の利益 -

セグメント間取引消去 -

のれんの償却額 -

全社費用(注) △58,822

棚卸資産の調整額 -

四半期損益計算書の営業利益 111,205

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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(１株当たり情報)

　

１　１株当たり純資産額

当第３四半期会計期間末
(平成22年12月31日)

前事業年度末
(平成22年３月31日)

　 　

　 196.76円
　

　 　

　 182.93円
　

　

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第３四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 16.67円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。

　

１株当たり四半期純利益金額 17.46円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。

　

(注)　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎
　

項目
前第３四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日

当第３四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日)

四半期損益計算書上の四半期純利益(千円) 182,341 191,015

普通株式に係る四半期純利益(千円) 182,341 191,015

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式の期中平均株式数　(株) 10,940,725 10,939,728

　
第３四半期会計期間

　

前第３四半期会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期会計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 6.14円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ
いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

１株当たり四半期純利益金額 12.26円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ
いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(注)  １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎
　

項目
前第３四半期会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期会計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日)

四半期損益計算書上の四半期純利益(千円) 67,191 134,068

普通株式に係る四半期純利益(千円) 67,191 134,068

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 10,940,725 10,939,728
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(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

(リース取引関係)

リース取引残高の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動がありません。

　

２ 【その他】

 該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社ワットマン(E03186)

四半期報告書

26/29



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年２月10日

株式会社ワットマン

取締役会  御中

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士 鈴　木　一　夫　   印

　

指定有限責任社員 
業務執行社員

　 公認会計士 北　川　卓　哉 　  印

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ワットマンの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの第34期事業年度の第３四半期会計期間(平

成21年10月１日から平成21年21月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月31

日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フ

ロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の

責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ワットマンの平成21年12月31日現在の財政状

態、同日をもって終了する第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め

られなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年２月９日

株式会社ワットマン

取締役会  御中

新日本有限責任監査法人

 
　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士   北　川　卓　哉　　　  印

　

指定有限責任社員 
業務執行社員

　 公認会計士   海　野　隆　善　 　   印

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ワットマンの平成22年４月１日から平成23年３月31日までの第35期事業年度の第３四半期会計期間(平

成22年10月１日から平成22年12月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成22年４月１日から平成22年12月31

日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フ

ロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の

責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ワットマンの平成22年12月31日現在の財政状

態、同日をもって終了する第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め

られなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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